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ステップワークプレイスを覆うガラストップライト斜め屋根や有機的な平面形状の厚生棟屋上
緑化、円筒形のオーディトリウムなど、異なる用途と機能に伴う形をデザイン的にうまく統合
している。特異な形態でありながら周辺の緑に違和感無く溶け込む姿は美しい。

かつて青山学院大学のキャンパスだった敷地は北東に愛名緑地、西側遠景に丹沢大山を
臨むスケールの大きな自然に囲まれている。過去の山地造成により喪失した地形・水系
・植生の修復を実現し、周辺の豊かな自然と調和する施設とした。

ワークプレイスを階段状にすることで、従来の積層型オフィスでは実現できなかった独創的な
空間「ステップワークプレイス」を発明した。その空間は、空や周辺の自然からの心地よい刺
激に溢れ、クリエイティブな活動を誘発しコミュニケーションを活性化させている。

日産自動車の次世代開発拠点として計画された施設。その建物は、開発者の意欲を掻き
立て、「ここで働きたい」と思わせる象徴的存在である。環境へ配慮し周囲に調和した
建物は、地域のランドマークとしての象徴性も備える。

２０００名の研究者が開発に集中できる執務空間と会議室、それをサポートする900台
の駐車場、600席の食堂、コンビにや診療所など、充実した施設としている。460人収容
のオーディトリウムは新技術や新車発表の舞台ともなりえる。

半ば吹き抜け状の大空間執務室に対し、効率的な空調を行う為、建物全般的に床吹出し
空調を採用している。その他、外気冷房や外気CO2制御、調光制御など、汎用的な省エ
ネルギーシステムを積極的に採用し、省エネルギー化を図っている。

開発者がその場で考え、試作できる「ものづくりの場」を実現するため、実験車両をそ
のまま持ち込めるコラボガレージや実験工房を配置。また、執務空間は広大な無柱空間
で天井を貼らない高天井とすることで工房的空間としている。

ステップワークプレスを斜めに覆うトップライトガラス屋根は、ルーバーデッキにより直射光を
制御し屋根散水システムにより気化冷却する先進的発明である。ステップに点在するグリーンキ
ューブは本物の植生を持ち込んだ現代の坪庭として癒しの空間となっている。

施設全体において、日産自動車の工場における安全基準と同等のレベルを満たしている
。また、職員の健康に配慮し、施設専用の診療所を持ち、中庭や屋上庭園など、心身と
もにリフレッシュできるエリアも多く設けている。

自然の変化、刺激を享受する執務空間づくりをテーマに、自然エネルギーを有効活用す
ることで、自然環境と調和した環境コントロールを行ない、エネルギー消費の低減を実
現している。

青山学院大学を解体した際発生したコンクリートガラを産業廃棄物とせず、路盤や緑化
土塁として全量を敷地内で再利用した。また、かつてキャンパスを彩った高木はできる
だけ移植活用し、伐採した樹木も場内でチップ化し再利用した。

厚木森の里地区地区計画に則り、研究・学園都市にふさわしい落ち着いたたたずまいと
している。建物は敷地境界からセットバックさせ、植栽により緩やかな境界をつくり周
辺の建物との調和を図っている。

世界中から研究者が集まる施設なのでユニバーサルなサイン計画とした。また、日産の
ダイバーシティ・ポリシーに則り、階段や手摺における女性への視線配慮を実施してい
る。その他、神奈川県福祉のまちづくり条例に則ったバリアフリー計画を実現。

SECIモデルをアレンジして、クリエイティブでコミュニケーションが活性化する「知識創
造ワークプレイス」を標榜。自然の豊かさを享受したステップワークプレイスに知識創造
の「場」を織り込む事で、研究開発の質を向上し生産性を高める先進的な施設となった。

事務棟Ｂ1～3Ｆの駐車場部分は必要最低限の機能とし、その他のエリアと素材・仕上げ
のメリハリをつけた。また、エントランス部やトップライト部の完成度を高め、その他
の外壁はALCパネルを主としたリーズナブルな材料としメリハリをつけた。
駐車場を除く、事務所用途、厚生施設用途を対象とした年間1次消費エネルギー（2008
年10月～2009年9月）は、1,491MJ/㎡・年（事務所用途に限れば、1,290MJ/㎡・年）と
少なく抑えられている。

執務室中央の空調機械室は、露出設置することで、不具合の早期発見にも寄与している
。また、エネルギー実績のみならず、効率などシステム性能を容易に分析できるBEMS
を導入し、高度な施設運用が可能となっている。

免震構造を採用し構造安全性と耐久性に配慮している。建物を構成する主材料はALCパ
ネル、アルミパネル、アルミサッシュ等で、耐気性に優れたフッ素樹脂塗装を塗布する
ことで耐久性を確保している。

建設時、更新時の低減策は、解体ガラの利用や免震構造による長寿命化、露出天井、露
出機械室など2次部材の資源削減を図っている。省エネルギーシステムを取り込んだ運
用とあわせ、LCCO2（100年評価）で25％の削減計画としている。
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ステップワークプレイスを覆うガラストップライト屋根やルーバーデッキ、グリーンキ
ューブや厚生棟屋上緑化、エントランスのテラコッタルーバーなど、施設の顔となる部
分は機能とデザインを両立させた高い品質の設えを実現している。
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29.1％
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44.2％

（約13,979㎥）

ステップワークプレイス全景 ステップワークプレイス断面

ソーラーチムニー
自然の力を活用してステップ状の
ワークプレイスの空気の流れを調
整している。

自然換気窓
グリーンキューブを介して自然換
気導入が可能な計画とした。

電動外付けブラインド
南側アトリウム空間の日射を効率
よくコントロールし、負荷抑制と
眺望性の両立を図っている。

シースルーマシンルーム
大空間オフィスの見通しを良くす
る為、空調機械室をシースルー化。

ルーバーデッキと
屋根散水システム
ルーバーによる自然採光、屋根散水
による気化冷却効果とゆらぎの演出。

太陽光発電キャノピー
建材一体型の太陽光発電パネルを
キャノピーや南側庇に導入。

グリーンキューブ
地域の植生樹木を坪
庭的空間として立体
的に再生。鳥や虫が
訪れる完全な外部空
間として、自然がす
ぐそばにある執務空
間を実現。

ノマディックカフェ
ステップ先端に配置された職員同士のイン
フォーマルコミュニケーションの舞台。

屋上緑化・ビオトープ
中庭には雨水を貯留する修景池を配置し、豊かな生態
系の修復を行なった。屋上には地域に植生する樹種を
混植し、周辺の風景・植生と一体化した緑化を行なった。

解体ガラ再利用緑化土塁
大学キャンパス解体時に発
生したコンクリートガラは
原則として全量を場内再利
用した。70％のガラは舗装
路盤材として、30％のガラ
は緑化土塁として外構の修
景材料とした。

大径木移植
大学キャンパスに残る高木はできるだけ保存し、
計画上伐採が必要な樹木のうち６１本を専用機
械により移植した。伐採樹木はチップ化し敷地
内でマルチング材等に活用した。

生態系の再生
環境修復を行った結果、周辺に自生する野生の鹿やカルガモの親子が遊び
にこれる環境ができた。

インフォストリート
社内外の車両や部品・資料を展示し、
知の共有コミュニティを促進。

工房
オフィス空間に隣接し、アイデアをす
ぐにカタチにして試すことができる場。

プロジェクトルーム
部門を越えたクロスファンクショナル
なチームでのものづくり。

CASBEE（総合環境性能評価）の最高評価
Sランク認証　[認証番号 IBEC-C0025-NC(c)]

コラボガレージ
ステップの最下層にありどこからも見下ろせる舞
台的空間。実車や部品をタイムリーに解体・展示。

空中散歩階段
層間移動の主導線であり、その踊り場は職員同
士のインフォーマルコミュニケーションの舞台。
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-ステップワークプレイスという新しい環境デザイン-
日産先進技術開発センターは、次世代の技術開発拠点として自然豊かな厚木森の里の地に計画された。かつての青校舎
解体により発生した大量のコンクリートガラは緑化土塁として再利用し、大径木移植を積極的に行った。またかつて丘
だった地形をひな壇状の建物と屋上緑化により再現することで周辺の緑との連続を実現している。

一方で、そこで働く研究者のイノベーションを掻き立てるべく、日産版 SECIモデルに基づく「知識創造の場づくり」を
考案し、人々がその「場」を循環活用することで、研究開発の質を向上させることを目指した。

それら内から生ずる『知識創造ワークプレイス』の概念と、『修復・継続』による豊かな周辺の自然環境と共存するワー
クプレイスを繋ぐ建築的な解として『ステップワークプレイス』という新しい環境デザインが生まれた。愛名緑地に向かっ
てひな壇状に連続しトップライトにやわらかく包まれたその空間は、研究者の意識を覚醒させ交流の機会を飛躍的に増
大させ、緑の連続を体感できる癒しの空間でもある。その独創的な空間を執務可能な快適空間とするため、さまざまな
環境創発技術が盛り込まれ、結果として CASBEE-Sランクのサステナブル建築が実現した。

日 産 先 進 技 術 開 発 セ ン タ ー
NISSAN ADVANCED TECHNOLOGY CENTER

知識創造日産版 SECI モデル

周 辺 の 豊 か な 自 然 の 連 続
地 形・ 水 系・ 植 生 の 修 復

ユーザーの評価

ステップワークプレイスを支える環境技術

環 境 ･ 設 備 デ ザ イ ン 評 価 表

よクリエイティブでコミュニケーションが活性化
するワークプレイスを実現するため、ＳＥＣＩモ
デルをベースとした日産版「知識創造」サイクル
を新たに構築。知識創造の「場」を点在させ、人々
がその「場」を循環活用することで、研究開発の
質を向上させ、将来にわたり陳腐化しないサステ
ナブルなワークプレイスを実現した。

■ ステップワークプレイスでの仕事効率 への
　影響調査（執務者への紙面配布による調査）

■ ステップワークプレイスに関する好感度調査
　（執務者への紙面配布による調査）

青山学院大学キャンパス跡地の計画において、「地
形の修復」、「植生の修復」、「水系の修復」の 3つ
の環境修復をコンセプトに外構計画を行なってい
る。既存施設の解体コンクリートガラを全量場内
再利用する他、厨房排水・雨水など水の循環再利用、
生ごみコンポスト化、廃棄物の圧縮梱包など、資
源の有効活用も積極的に行なっている。

ステップワークプレイスやグ
リーンキューブなど、特徴ある
空間の魅力を最大限に活かしな
がら、地球環境へ配慮した省エ
ネルギー建物であることをテー
マとし、既存の省エネルギーシ
ステムや、建築と一体化した環
境調整システムを積極的に導入
している。多様な魅力を有する
執務環境の創造と環境社会への
先導を示す建物を目指した。

真実の瞬間から、 
新たな価値
に気づく

社会の中で、
そのカタチの
価値を確認する

多様な発想
から、気づき
を仮説に込める

仮説をすぐに
カタチで示す

モノで発想

インフォーマル
なつながり

社会の潜在
ニーズ確認

自発的な
コミュニティ活動

クロス
ファンクショナル

な発想

多様な発想から
気づきを得る

すぐに
カタチに

社外の
想像力の獲得

見る 考える

確かめる 作る


